
・�
市
の
イ
ベ
ン
ト
が
各
担
当
課
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、

「
小
さ
な
収
穫
祭
」
や
、
ま
め
ま
め
マ
ー
ケ
ッ
ト

等
民
間
の
イ
ベ
ン
ト
を
一
緒
に
開
催
す
る
な
ど
、

横
の
連
携
が
で
き
れ
ば
い
い
と
感
じ
る
。

・�「
き
く
る
」
に
集
ま
る
高
校
生
も
多
い
。
高
校
生

の
み
ん
な
に
も
意
見
を
聞
い
て
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
も
大
切
。

・�

外
国
人
は
定
住
す
る
方
も
多
い
の
で
賑
わ
い
づ
く

り
に
参
加
し
て
欲
し
い
。

・�「
菊
川
駅
→
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
→
商
店
街
→
き
く
る

広
場
→
き
く
る
」
を
つ
な
げ
る
。
市
民
が
憩
い
、

楽
し
む
、
賑
わ
い
の
エ
リ
ア
を
創
る
。
特
に
文
化

活
動
に
よ
る
創
作
、
展
示
、
発
表
会
や
ラ
イ
ブ
、

公
演
、
そ
の
練
習
の
で
き
る
場
と
し
て
親
し
み
や

す
さ
を
生
み
出
す
こ
と
で
人
が
集
ま
る
の
で
は
。

〈
議
会
や
行
政
に
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
こ
と
や
要
望

は
あ
り
ま
す
か
？
〉

・�

イ
ベ
ン
ト
等
が
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
な
い
よ
う
、
市

の
行
事
を
一
覧
に
し
た
年
間
計
画
が
必
要
。
賑
わ

い
づ
く
り
に
お
い
て
の
行
政
の
役
割
は
、
市
民
活

動
を
支
え
る
こ
と
。

・�

こ
の
研
究
会
を
公
開
す
れ
ば
、
菊
川
市
が
頑
張
っ

て
い
る
姿
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
。
市
民
に
理
解
さ

れ
、
参
加
者
も
増
え
る
の
で
は
。

・�

駅
前
通
り
は
き
れ
い
だ
が
、
分
散
し
て
い
る
せ
い

か
イ
ベ
ン
ト
が
少
な
い
。
市
が
声
掛
け
を
し
て
、

色
々
な
団
体
が
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
作
っ
て
、
内

か
ら
賑
わ
う
こ
と
が
、
最
初
の
一
歩
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

・�

市
外
や
県
外
に
出
て
行
っ
た
人
も
、
魅
力
が
あ
れ

ば
戻
っ
て
く
る
。
地
域
を
理
解
す
る
こ
と
、
市
民

を
流
出
さ
せ
な
い
こ
と
、
地
域
の
企
業
に
留
ま
る

よ
う
な
施
策
が
重
要
。

・�

町
部
地
区
は
区
画
整
理
に
よ
り
８
０
０
戸
あ
っ
た

住
宅
が
半
減
。
ま
だ
ま
だ
空
き
地
が
あ
る
。
店
舗

誘
致
や
住
宅
を
増
や
す
取
組
み
を
期
待
す
る
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
取
材
協
力
〉

三
浦
忠
司
さ
ん
、
齊
藤
奈
津
子
さ
ん
、
植
平
充
彦
さ
ん
、

佐
藤
塁
さ
ん
、
高
塚
圭
太
さ
ん
、
白
畑
達
徳
さ
ん
、

財
津
由
記
さ
ん
、
大
橋
隆
夫
さ
ん
、
笠
原
活
世
さ
ん
、

飯
倉
清
太
さ
ん

★
★
「
小
さ
な
収
穫
祭
」
と
は

　
東
館
を
核
と
し
た
賑
わ
い
づ
く
り
を
目
的
に
、

小
笠
高
校
３
年
生
の
有
志
12
人
が
企
画
し
た
市

内
初
の
取
組
み
。
７
月
11
日（
土
）・
18
日（
土
）

の
２
日
間
、
東
館
「
き
く
る
」
で
生
徒
手
作
り

の
ジ
ャ
ム
、
市
内
の
農
作
物
や
卵
等
が
販
売
さ

れ
、
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
販
売
と
併
せ

て
農
業
の
魅
力
や
楽
し
さ
を
、
生
徒
の
目
線
で

来
場
者
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
菊
川
の
街
中
に

「
に
ぎ
わ
い
」
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

７月11日の「小さな収穫祭」のようす
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